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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

手話を使ってみよう 第 4回
　手話に対する理解を深め、広く普及させるため、
市では八潮市手話言語条例を制定しています。日常
生活で使える簡単な手話から始めてみましょう。

物障がい福祉課☎奮453

よろしくお願いします

①握りこぶしを鼻に
あてる。

②手を開き、頭を下げ
ながら、手を前に出す。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル

・
管
理
無
料
相
談
所

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

腹
８
月
８
日
㈭　
午
後
６
時
～
９
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
２

沸
無
料

仏
電
話
で
（
一
社
）
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
（
☎
048
・
711
・
９
９
２
５
）
へ

催
し
催
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
応
援

者
で
す
。

腹
８
月
３
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
小
学
生
以
上

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１６
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

長
寿
介
護
課
（
☎
焚
４
４
８
）
へ

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会

腹
８
月
８
日
㈭　
午
後
２
時
～
４
時
（
受

付
＝
午
後
１
時
３０
分
～
）

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
「
食
べ
て
治
す
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最

新
情
報
と
対
処
法
、
ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど

講
師　
西に

し

本も
と

創は
じ
めさ

ん
（
さ
い
た
ま
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
部
長
）

払
100
人
（
申
込
順
）

仏
７
月
１６
日
か
ら
、
窓
口
、
電
話
ま
た
は

電
子
申
請
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
９９５
・
３

３
８
１
、https://s-kantan.jp/city-y�

ashio-saitama-u/offer/offerList_
detail.action?tempSeq=11456

）

へ八
幡
公
民
館
講
座

①
夏
休
み
子
ど
も
パ
ン
づ
く
り
教
室

腹
８
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯　
午
前
１０
時
～

午
後
１
時

複
八
幡
公
民
館
調
理
室

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
３
～
６
年

生淵
も
ち
も
ち
チ
ー
ズ
パ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
マ
フ
ィ
ン
な
ど
を
作
る

講
師　
渡わ

た

部な
べ

都と

貴き

子こ

さ
ん
（
栄
養
士
）

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

払
各
日
１６
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

沸
400
円
（
材
料
費
）

②
夏
休
み
子
ど
も
書
道
教
室

腹
８
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭
（
全
３
回
）　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

淵
書
道
の
基
礎
を
学
び
、
自
分
の
課
題
と

す
る
文
字
を
完
成
さ
せ
る

講
師　
戸と

髙だ
か

富ふ

美み

子こ

さ
ん

弗
習
字
道
具
一
式
、
墨
汁
、
半
紙
、
新
聞

紙
、
雑
巾
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

払
１５
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

―
①
②
共
通
―�

仏
①
は
７
月
１４
日
か
ら
２１
日
ま
で
②
は
７

月
１７
日
か
ら
２４
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は

電
話
で
八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

八
條
公
民
館
講
座

①
夏
休
み
宿
題
対
策
　
こ
ど
も
絵
画
教
室

腹
７
月
３１
日
㈬　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分
、

正
午
～
午
後
１
時
３０
分

覆
市
内
在
住
の
小
学
生

淵
自
分
の
課
題
と
す
る
絵
を
作
り
上
げ
る

た
め
の
絵
画
技
法
を
学
ぶ

講
師　
齋さ

い

藤と
う

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
絵
画
講
師
）

弗
画
用
紙
（
学
校
指
定
の
大
き
さ
）、
ク

レ
ヨ
ン
、
筆
記
用
具
、
絵
の
具
道
具
一
式

払
各
２０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
）

沸
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

②
夏
の
星
座
観
望
会
～
天
体
望
遠
鏡
で
木

星
と
土
星
を
み
よ
う
！
～

腹
８
月
３
日
㈯　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

３０
分

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

淵
木
星
や
土
星
な
ど
の
天
体
観
察
※
雨
天

時
は
、
室
内
に
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
た
映
像
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
観
賞

講
師　
細ほ

そ

井い

進す
す
むさ

ん（
草
加
天
文
愛
好
会
）

払
６０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

③
八
條
寄
席

腹
９
月
８
日
㈰　
午
後
２
時
～
４
時
（
午

後
１
時
３０
分
開
場
）

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

淵
日
本
の
伝
統
的
な
話
芸
で
あ
る
落
語
を

楽
し
む

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
①
～
③
共
通
―�

�

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴�

�

仏
①
は
７
月
２１
日
ま
で
②
は
７
月
１８
日
か

ら
③
は
８
月
１
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電

話
で
八
條
公
民
館
（
☎
９９4
・
３
２
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

一
日
図
書
館
員
体
験

腹
小
学
校
１
～
３
年
生
＝
８
月
６
日
㈫
、

小
学
校
４
～
６
年
生
＝
８
月
１５
日
㈭　
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時

複
八
幡
図
書
館

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
図

書
の
カ
バ
ー
か
け
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

図
書
館
業
務
の
実
習

弗
昼
食

払
各
４
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１９
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

第
１９
・
２０
回　
図
書
館
ツ

ア
ー
＆
図
書
館
体
験
講
座

腹
７
月
２７
日
㈯
、
８
月
８
日
㈭　
午
後
２

時
～
４
時　
　

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室

覆
小
学
校
３
年
生
以
上

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
本

の
探
し
方
な
ど
の
図
書
館
業
務
の
実
習

払
各
日
５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１７
日
か
ら
、　

窓
口
ま
た
は
電
話

で
八
條
図
書
館
（
☎
９９4
・
５
５
０
０
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
あ
な
た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
ま
す
。
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
、
記
念

と
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

腹
①
７
月
２７
日
㈯　
午
後
３
時
～
３
時
３０

分
②
８
月
２２
日
㈭　
午
後
４
時
～
４
時
３０

分　
　

●
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え
　

腹
①
７
月
２８
日
㈰　
午
前
１１
時
～
午
後
５

時
②
８
月
２３
日
㈮　
午
前
１１
時
～
午
後
５

時複
①
八
幡
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
②
八

條
図
書
館
多
目
的
室

仏
①
は
７
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電

話
で
八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）

②
は
７
月
２５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
八
條
図
書
館
（
☎
９９4
・
５
５
０
０
）
へ

―
①
②
共
通
―�

�

覆
２
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）�

�

払
各
１５
人
（
申
込
順
）�

�

沸
無
料

第
１１
回
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

腹
１０
月
１３
日
㈰　
午
後
２
時
～
５
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
小
学
生
以
上

淵
ピ
ア
ノ
の
名
器
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」

の
演
奏
※
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

シ
ー
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

※
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
演
奏
あ
り

沸
▼
３
分
演
奏
＝
５00
円
▼
５
分
演
奏
＝
800

円
▼
１０
分
演
奏
＝
１
０
０
０
円

仏
市
内
在
住
の
方
は
８
月
１
日
か
ら
、
市

外
在
住
の
方
は
８
月
８
日
か
ら
、
八
潮
メ

セ
ナ
窓
口
（
☎
９９8
・
２
５
０
０
）
へ

小
麦
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

づ
く
り

腹
７
月
２０
日
㈯　
午
前
１０
時
～
正
午

複
資
料
館
古
民
家

覆
小
学
生
以
上

淵
古
民
家
の
カ
マ
ド
で
小
麦
饅
頭
を
作
る

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ

ー
ル
手
袋

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
100
円
（
食
材
料
費
、
７
月
１９
日
ま
で
に

資
料
館
へ
）

仏
７
月
１４
日
か
ら
１９
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館（
☎
９９7・６
６
６
６
）へ

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①「
声
優
体
験『
マ
ヤ
の
一
生
』」

②「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
７
月
２０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
お

よ
び
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児

淵
①
セ
リ
フ
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
②

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
①
の
み
２０
人
（
当
日
先
着
順
）
※
事
前

申
し
込
み
不
要

沸
無
料
（
②
は
必
要
に
応
じ
て
部
品
代
あ

り
）

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９4
・
１
０
０
０

葉
っ
ぱ
で
レ
イ
作
り

～
ち
ょ
こ
っ
と
フ
ラ
体
験
～

腹
８
月
２
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
軽
運
動
室

淵
身
近
な
材
料
で
レ
イ
を
作
り
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
体
験
を
す
る

講
師　
永な

が

石い
し

道み
ち

子こ

さ
ん

弗
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
ス
カ
ー
ト
は
無
料
貸
し
出
し

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
２00
円
（
材
料
費
）

仏
７
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９4
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

腹
８
月
２８
日
㈬　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
労
働
時
間
の
上
限
規
制
と
有
給
休
暇
の

時
季
指
定
義
務
の
ポ
イ
ン
ト

講
師　
荻お

ぎ

原は
ら

秀ひ
で

夫お

さ
ん
（
特
定
社
会
保
険

労
務
士
）

払
４０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

※
午
後
８
時
か
ら
８
時
３０
分
ま
で
人
権
講

座
を
行
い
ま
す
。

仏
窓
口
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
商
工

観
光
課
（
☎
焚
３
３
６
）
へ

家
族
介
護
教
室

腹
８
月
３
日
㈯　
午
前
１０
時
～
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
で
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
方
、
介
護
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
な
ど

淵
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
に
利
用

で
き
る
制
度
の
案
内
と
、
高
齢
者
を
介
護

す
る
際
の
身
体
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の

技
術
講
習

払
２０
人
程
度
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
八
潮
（
☎
９９4
・
５
５
６
２
）
へ

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

ファミリー企画　朗読劇「 マヤの一生」

腹７月２８日㈰　午後２時～３時３０分
（午後１時３０分開場）
複やしお生涯楽習館多目的ホール
払１４０人（当日先着順）
沸無料

原爆パネル展

腹８月５日㈪の正午～９日㈮の正午
複やしお生涯楽習館展示コーナー
沸無料

　戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさを次世代
に語り継ぎ、平和の大切さ・尊さを考える機
会として、朗読劇とパネル展を実施します。

戦争によってもたらされた過酷で悲惨な
出来事が二度と繰り返されないように

平和について考えよう

物人権・男女共同参画課☎焚８１１


